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い ま、 ヨー ロ ッパ で は 、 誕 生 の 時 を 待 ち 、

胎 動 す る2っ の 図 書 館 が あ る。

ひ とつ は 、 現 在 建 設 中 で あ る フ ラ ン ス の

BibliothさquedeFranceで あ り、 も う ひ と

っ は 、 開 館 を 目 前 に 控 え た 英 国 のBritish

Library新 館 で あ る。

Biblioth6quedeFraηce

フ ラ ンス 図 書 館(Biblioth6quedeFrance

=BDF)は
、21世 紀 ヨ ー ロ ッパ の 中 心 と し

て の フ ラ ンス を 意 図 す る ミ ッテ ラ ン大 統 領 に

よ っ て1988年 夏 、 そ の 基 本 構 想 が 提 唱 さ れ

た 。

現 在 の 国 立 図 書 館(Bibliot漉queNation-

ale=BN)は 、 長 年 老 朽 化 と慢 性 的 な スペ ー

ス不 足 の 深 刻 な 問 題 を抱 え て 来 た 。 ま た 、 利

用 の 対 象 を 大 学 院 以 上 の研 究 者 の み に限 定 し

て い る 。BDFは 、 こ れ に か わ る も の と し

て 、 高 度 の 情 報 通 信 技 術 を は じめ とす るハ イ

テ ク ノ ロ ジー 、 ニ ュ ー メ デ ィ ア の 導 入 に よ

り、 す べ て の 人 に 、 す べ て の 分 野 の 知 識 を提

供 し得 る環 境 を 実 現 し、 さ らに は 国 内 は も と

よ り、 ヨ ー ロ ッパ 全 体 を志 向 した 開 か れ た最

先 端 の 情 報 セ ン タ ーを 目指 して い る。

翌1989年 の 国 際 コ ンペ テ ィ シ ョ ンで フ ラ ン

ス人 建 築 家 ミ ッ シ ェ ル ・ペ ロ ー氏 の 設 計 プ ラ

ンが 採 用 され た 。 そ の プ ラ ンは、 非 常 に斬 新

な もの で あ っ た 。7万 平 方 メ ー トル の 敷 地 の

四 隅 に 高 さ86m、14階 のL字 型 の ガ ラ ス張 り

の タ ワー を 、 あ た か も4冊 の 本 が 互 い に 向 き

合 って い る よ うな 形 に 配 し、 これ を主 に 書 庫

スペースとして使用す る。その タワーに囲ま

れた広場の中央に、地下に向か って長方形の

庭園を くり抜き、その沈床園を取 り囲むよう

に閲覧スペースを設ける。さらに、館内各所

は、自動配送システムで結ばれるというもの

である。

このプロジェクトも当初か ら順調に進んだ

わけではなかった。ユー トピックすぎる、ス

ペース利用が実際的ではない等の批判があ

り、利用者の拡大によって、資料保存に深刻

な問題が起 こるので はないか とい う指摘 も

あった。さらにフランス経済の状況悪化に伴

い、膨大な予算を必要 とするこのプロジェク

トの実現を危ぶむ声 もある。

現在、パ リ東部の13区 、セーヌ河左岸のベ

ルシー橋 と トル ビアク橋間で、1995年 の開館

を目指 し、建設が進められている。

メ トロの6号 線QuaidelaGare駅 で降

り、徒歩で5分 ほどセーヌ河沿いに行 くと建

設現場がある。まだまだ基礎工事の段階では

あったが、完成後の姿を目前の工事現場に重

ね合わせなが らイメージしてみると、その規

模の壮大 さ、従来の図書館の概念を打ち破る

ユニークさは、充分に体感できた。いかにも

フランスらしい選択だと言えよう。その完成

が心待ちにされる。
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